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「 輝くように 」

詩：塚田 献

このいのちの内にあふれる喜び この世界の友と 分け合うようにと

その栄えを捨てて 地にくだられし王の王 主よ あなたの御名掲げて

主の その平和が この身になり

ただ主の その十字架が 輝くように

この世界のうちにあふれる悲しみ その涙のわけに 打ち勝つようにと

その隔ての壁を 打ち砕かれし王の王 主よ あなたの御名たたえて
主よ その平和が この地になり

喜びたたえる歌が 響くように
2008『 かけがえのないもの 』よりLYRE

『 使徒信条 』

我は天地の造り主 、全能の父なる神を信ず。（ぬし）

我はそのひとり子、我らの主、イエス･キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架につけられ、
死にて葬られ、陰府 にくだり、（よみ）

三日目に死人の内よりよみがえり、天にのぼり、

全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審 きたまわん。（さば）

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、聖徒の交わり、

罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえのいのちを信ず。

アーメン

『 主の祈り 』

天にまします われらの父よ。

ねがわくは 御名をあがめさせたまえ。

御国 をきたらせたまえ。（みくに）

みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。

われらの日用 の糧 を、今日も与えたまえ。（にちよう） （かて）

われらに罪をおかす者を、われらがゆるすごとく、

われらの罪をもゆるしたまえ。

われらを試み にあわせず、悪より救いいだしたまえ。（こころみ）

国と力と栄えとは、限りなく なんじのものなればなり。
アーメン
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《 年間主題聖句 》
見よ。神は私の救い。

私は信頼して恐れることはない。

ヤハ、主は、私の力、私のほめ歌。

私のために救いとなられた。

イザヤ書12章2節

『主に信頼する教会』

①信頼 －恐れはなし－

②信頼 －主は私の力－

③信頼 －主をほめ歌え－
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6月第二主日礼拝式2020年6月14日（10時30分～）

司会 ： 青木信太郎 牧師

奏楽 ： 川名 君枝 姉

前 奏

招きのことば 詩篇 16篇 1～11節 司会者

開会祈祷 司会者

賛 美 新聖歌 3番「天地の御神をば」 会衆一同

信仰告白 使徒信条 会衆一同

聖書朗読 使徒の働き 22章 17 ～ 29節 司会者

メッセージ 『 隔ての壁を取り去る福音 』 青木牧師

賛美＆献金 新聖歌 272番「救い主の愛と」 会衆一同

感謝祈祷 高津姉

報告案内 司会者

主の祈り 会衆一同

頌 栄 新聖歌 63番「父 御子 御霊の」 会衆一同

祝 祷 青木牧師

後 奏

*コロナウィルス感染リスク軽減のため、短縮プログラムです。

*コロナ禍の影響により出席できない方々のために、礼拝の様子をオンライン

配信いたします。

《 今週のみことば 》

キリストこそ私たちの平和であり、二つのものを一つにし、隔ての壁を打ちこ

わし、ご自分の肉において敵意を廃棄された方です。敵意とは、さまざまの規定

から成り立っている戒めの律法なのです。このことは、二つのものをご自身にお

いて新しいひとりの人に造り上げて、平和を実現するためであり、また、両者を

一つのからだとして、十字架によって神と和解させるためなのです。敵意は十字

架によって葬り去られました。

エペソ人への手紙 2章 14～16節

《 報告・案内 》

◇「2020年度 祈りのネットワーク」が届いております。祈り会で使用しま

すが、日々の祈りにもどうぞ用いてください。購入希望の方は牧師ま
でお申し出ください。一冊／250円の協力献金をお願い致します。

◇７月礼拝奉仕希望表を掲示しております。どうぞ礼拝の祝福を覚えて

積極的にご記入ください。

《 祈りのリクエスト 》
◇毎朝5 30～6 30の教会一斉祈祷が祝されるように。: :
・今年、受洗者が起こされるように。

・15名礼拝の達成のために。礼拝を第一にすることができるように。

・教会財政が祝福されるように。教会の自立のために。

◇礼拝と祈り会、交わりが祝されるように。新来会者が与えられるように。

◇病いや怪我、苦しみの只中にある方々のために。

（川名姉、山口夫妻、王塚利樹さん、高津姉、大器さん、山本理桜さん）

◇上田トキ子姉の日々の生活と健康が守られるように。

◇新型コロナウィルス感染拡大の終息のために。

・これ以上、感染が広がらないように。

・感染で苦しむ方々の回復と癒しのために。
・最前線で働く医療従事者、職員、関係者、為政者のために。

《 先週集会報告 》 《 来週礼拝予告 》

大人 子ども ・ﾒｯｾｰｼﾞ：青木師 ・司会：青木師

・主日礼拝 9名（3，6） 0名 ・奏楽：青木師 ・聖書：司会者

・祈り会① 4名（1，3） ・献金：本多兄 ・お花：川名姉

・祈り会② 3名（2，1）

＜聖書＞使徒の働き 22章30節～《 今週集会案内 》

・木曜祈り会 ①10 30～11 30 ＜今月の賛美＞なし: :
②18 30～19 30 ＜ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾌﾟﾚｲｽﾞ＞ 142、184、180番: :

（5月28日時点）「 今後の集会について 」

★主日礼拝、木曜祈り会は再開。他の集会、交わりは引き続き中止します。

☆いずれも、3密（密接、密集、密閉）を避けながら、1時間程度で行います。

☆教会に来会する際は、マスク着用、手洗いに努めてください。

☆主日礼拝のみ、6月末までオンライン配信を継続します。

※その他の集会については、常に教会の現状と時世を見極めながら、役員

会にて引き続き協議します。


